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【算数科共 通研 究主題 】

数学的な考え方を育てる指導の工夫

目 次

1数 に つ いて の 感 覚 を豊 か に す る指 導 と評 価 の 工 夫(1・2・3年 分 科 会)…2

2表 現 し、考 え る力を高め る児童 の育成 (4・5・6年 分 科 会)…7

3考 える楽 しさを味わ える指 導の工夫 (6年 分 科 会)…13

4児 童 の 記述 にみ られ る 数 学 的 な 考 え方 をよ み と り、

そ れ を生 か す 指 導 の 工 夫(T・T、 少 人数 分 科 会)…19

算 数科 の 目標 は、数 量や 図形 につ いての算数 的活 動 を通 して 、基礎 的な 知識 と技 能 を身

につ け 、 日常 の事 象 につ いて見 通 しを もち筋道 を立 て て考 え る能 力 を育て る とと もに、 活

動 の 楽 しさや 数理 的な 処理 の よ さに気付 き、進 ん で生活 に生 か そ う とす る態 度 を育 て る こ

と にあ る。 この 目標 を達 成 す るた め には、 問題 の解 決 の過 程 で 数学 的な考 え方 の育 成 を一

層重視 す る必 要性が あ る と考 え て表 記の 共通主題 を設定 した。

研究 を進 め るに 当た って は 、4分 科会 を編 成 し、各 分科 会 が 数学 的な考 え方 の育 成 を 目

指 して、次 の視 点か ら数 学的 な考 え 方 を育て る指 導 につ いて 実践 的 に追求 す る ことに した 。

1・2・3年 分 科 会 ・

4・5・6年 分 科 会 ・

6年 分 科 会 ・ ・ …

T・T、 少 人 数 分 科 会

・ ・数 を柔軟 にと らえ 、進 んで活 用 しよ う と し、数 につ いて の豊

か な感 覚 を育て る指 導 と評 価 の 工夫 。
・ ・問題 解 決の過程 にお いて 自分 の考 え を表現 し、 根拠 を明 らか

に しなが ら、筋道 を立 て て考 え る能 力 を育て る指導 の 工夫。

・ ・児童 が考 え る楽 しさ を味わ い 、主 体的 に問題 解 決 に取 り組 む

ことに よって 、数 学的 な考 え方 を育 て る指 導の 工夫 。

・ ・児童 の考 える力 を伸 ば し活 用す る態 度 を育て るた め に、児 童

の 記述 にみ られ る数学 的な 考 え方 をよみ と り、それ を生かす

指 導 の 工夫。
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1・2・3年 分 科 会

1数 につ いての感覚を豊かにする指導 と評価の工夫

1主 題設定の理由

算数教育の主要な 目標 として、問題解決能力の育成が挙 げ られる。その 目標 を達成する上で、数につ いて
の感覚 を豊かに育て ることは、問題解決能力を育て る一助を担 うと考 える。なぜな ら、数についての感覚 が

豊かな児童 は、数を柔軟にみることがで き、問題解決学習で既習事項 を活用 しなが ら様々な方法で問題 を解

くことができるか らである。

具体 的には、数についての感覚 を豊か にすることで、100と いう数のよみ方、書き方を知 っているだ け

でな く、場面に応 じて100を 「10が10こ 」 とみた り、 「5が20こ 」 とみた り、「20が5こ 」 「25

が4こ 」 とみた りすることができるよ うな児童 を育てていきたいと考 える。

しか し、数につ いての感覚は、数 を念頭で操作 しているだけでは十分に育つものではな い。実際 に具体物

な どと対応させなが ら育ててい くことが大切である。具体物の操作は、 自分の考えの裏付 けにな り、児童 に

具体 的なイメージをもたせることができる。実感 を伴った数 につ いての感覚が育て られる。具体物で の操作

活動 を十分行 うとともに、次第に念頭で操作できるように指導 してい くことも大切である。

また 、数 につ いての感覚が 「豊かである」 というには、数の柔軟な見方 を知っているだけでは、十分 とは
いえな い。数を柔軟 にみ るよさや楽 しさを実感 し、実際に活用できるよ うになって こそ 「数についての感覚

が豊か に育った」 といえるのである。

そ のために、授業計画 を立てる際、① 数を柔軟 にみることを知 る授業 と②数を柔軟にみて活用す る授業 を

意 図的 に組み込む必要が ある。数を柔軟にみること、活用す ることを繰 り返 し行 いなが ら、数 につ いて の感

覚 を豊か に育てようと考 えた。

また、評価 については、①指導法が適 切であったか、②数 にっいての感覚 を身に付けさせる ことがで きた

か 、につ いて確かめる上で大切な ものである。指導 と評価 の一体化 を図 りなが ら研究 を進めていこうと考え、

本主題 を設定 した。

II研 究 のね らい

○ 数 を柔軟にとらえ、進んで活用 しよ うとする、数 にっいての感覚 を豊か に育てるための指導 と評価の

在 り方 について研究する。

皿 研 究仮説

次のよ うな指導の工夫を行 えば、数 にっいての感覚が豊か にな り、数学的な考え方 を育成す る一方法

になると考えた。

1問 題解決学習で、数 を柔軟 にみる場を設定 し、作業的 ・体験的 な学習活動を取 り入れ、数 を柔軟 に

みるよさ、楽 しさを実感 させる。

2問 題解決学習 の検討場面で、数を柔軟にみる有効性を明 らか にし、評価を生か した支援を行 う。

IV研 究の内容

1数 についての感覚のとらえ方

① 数を多面的にみる

数を構成的にみる(25は20と5)

[
数 を相対 的 にみ る(300は100が3こ 、300は10が30こ)

数 を加 法的 にみ る(25は20+5,25は10+15、 …)

数 を減法的 にみ る(25は30-5.…)

数 を乗 法的 にみ る(25は5×5、 …)

数 を除 法的 にみ る(25は100÷4,…)

② 数を概括的にみる(数 をおよその数 としてみ る。 例299を300と みる。)

(数 を見積 りなが らとらえる。 例10の 中に4は いくつあるか。)

③ 数 の大 きさと順序性をとらえる(数 の大小をみる。 例99よ り1大 きい数は100。)

④ 数の規則性 をみる(数 の並び方 の規則性や美 しさをみる。 例2、4、6、8…)

※それぞれの項 目が単独にみ られるだ けでなく、関連 し合 って表れ る場合 もある。
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2育 てたい児童像
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3主 題 に迫るための指導と評価

(1)指 導の工夫

①操作活動の重視

具体物 、半具体物 を操作す ることで解決方法 に見通 しをもたせた り、自分の考えを明 らか にした りす

る ことができる。 また、実感 を伴 った数 についての感覚 を育てる ことができる。授業の中では、…例 と

してブ ロック操作 を通 して十進位取 り記数法を意識 させ数の構成的な見方の基礎を培 った り、数カー ド

な どを活用 して数の構成に気付かせた りするのに役 に立つ。

② 数を多面的にみ る場の設定

自力解決後にクラス全体で課題 について検討するときに、数 を柔軟 にみ る場を設定する。その際、数

を一方 向か らだけでなく、双方向か らみさせる。そうする ことで、数の理解をよ り確かな もの とす るこ

とができる。例 えば、 「20」 とい う数 にっいて学習 した ときに「10が2つ 」とみるだ けでな く、 「10

が2つ 」で20と みるよ うな場を設 けた り、8×3を 「5×3と3×3」 と一方向 にみるだ けでな く、
「5×3と3×3」 で8×3に なるという学習の場を設けた りす る。

③数 を概括的にみる場の設定

数を概括的にみることによ り、計算を容易に した り、答えの見当をっけた りす ることができる。また、

買い物な ど日常生活 において も活用することができる。計算 をした り、ものの個数 を数えた りす るとき

に、す ぐにその活動 にはいるのではなく、いくっくらいになるのか見積 りをもたせ る場をもつ ことは大

切である。

④数や式の規則性や美 しさに気付 く場の設定

自力解決後の発表 ・検討の場面で、児童が数の美 しさや規則性 に 目を向け られるような整理の仕方を

行 う。九九表のよ うにできあがった ものか ら数の規則性や美 しさに 目を向けさせる場合 もあれば、個々

ば らば らに出されたものを順序性のあるものに並べ替え、そ こか ら気付かせる場合もある。できれ ば、

児童の方か ら並べ替 えて整理 したい、 と思わせ るような数 にっいての感覚 を育てていきたいと考える。

(2)評 価

以下のような評価 を適宜活用 しなが ら、数 について の感覚 について評価を行 っていく。

○診断的評価 … 数についての感覚が どのくらい育 っているか客観的につかむ。

↓

◇ペーパーテス トによる評価

◇対話や観察 による評価

○形成的評価 … 診断的評価 をもとに行った指導の中での児童の理解度をつかむ。

↓

◇ 「関心 ・意欲 ・態度」の評価
・挙 手(発 言)・ 表 情 ・つ ぶや き ・動 き

・感 想文 ・自己評価 カー ド ・操 作 の状 況

◇ 「数学的な考え方」の評価
・ノー ト

、 ワ ー ク シ ー ト ・小テ ス ト ・操作 の状況

◇ 「表現 ・処理 」 「知 識 ・理解 」 の評 価
・ノー ト

、 ワ ー ク シ ー ト
・テ ス ト

◇個人学習記録の作成と活用

○総括的評価 … 数についての感覚が身に付いてきたか総合的に判断す る。

↓

◇ ノー ト、 ワークシー トの感想、解決方法 をもとに した評価

◇テス トによる評価

〈具体例〉
・ノー トや ワークシー トを活用す るとき、答 えだけでな くどのよ うに考えたのか分かるように記述 させ、

そ こか ら数についての感覚が どの くらい身に付いているのかを見取 る。
・考 えが うまく記述できな い児童 には、個別 に聴き取る。
・適用問題 を設け、数 につ いての感覚が どれくらい活用できているのか を見取る。

※評価規準 については、国立教育政策研究所 ・教育課程研究セ ンター作成 「評価規準」を活用する。
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4実 践事例

(1)単 元 名 「あまりのあるわ り算」(第3学 年)

(2)本 時のね らい
・見通 しをもって、式をつ くることができる。
・除数が4の 場合の式か ら、 いろいろな数の並び方の規則性や美 しさに気付 くことができる。

(3)本 時の展開(4/7時)

問
題

把

握

①

自

力

解

決

①

発

表

検

討

①

主な発問と学習活動の流れ

1□ このあめを4人 で分けます。

式1□ ÷4=□ あ まり□

口にあてはまる数を下の10枚 のカー ドの中か

らさが して、式をかんせいさせま しょう。

同 じカー ドを何回使 ってもよい ことにします。

回[コ 圖 囹 囚 固 囹 囮 團 囹

T:式 が完成 した ら、ブ ロックを使って式 と答えが

合 っているか確 かめま しょう。

C1:被 除数か ら数をあてはめて考えている。

1国 ÷4=回 あまり團

C2:商 か ら数 をあてはめて考えて いる。

1□ ÷4=[司 あま り口

4×3=12だ か ら、あま りを国 にす るとわ ら

れ る数は1團 になる。

C3=あ ま りか ら数をあてはめている。

1□ ÷4=□ あま り[〔1

、S＼ 、 、囮 ÷4一 圏 あ まり1コ撫
C4:適 当 に数 をあて はめ て い る。

C5:ブ ロッ ク を使 って 考 え て いる。

1[動 ÷4=囚 あまり囹

匪]isiiiis.

チャレンジカード①

はじめに答えの口に数

をあてはめてみよう.

チャレンジカーF②

はじめにあまりの口に数

をあてはめてみよう.

チャレンジカード③

はじめにわられる数のロ

に数をあてはめてみよう。

T:で きた式 とや り方を発表 しましょう。

T:発 表 した順 に式が並んで います。 このままでい

いで しょうか。

C6:わ られる数の小 さい順で並び替 えてみた い。

1固 ÷4;[司 あまり[到

1[コ ÷4=回 あまり[コ

1[コ ÷4=圃 あまり團

1[9]÷4=囚 あまり[i刃

1[到 ÷4;[司(あ まり0)

1[函 ÷4=回 あまり[到

1[司 ÷4=4(あ ま り囹)

1[3]÷4=團 あまり[コ

→

1[切 ÷4=・[到 あまり回

1[コ ÷4=回 あまり圃

1[到 ÷4;[国(あ まり回)

1[司 ÷4=團 あまり国

1團 ÷4二 團 あまり回

1[司 ÷4=QQあ ま り[国

1[動 ÷4C](あ ま り匝】)

1[コ ÷4=[コ あまり匝]

・留意点 【評価】(☆数についての感覚)

→支援(◇ 補充的支援◇発展的支援)

・未知数 を口で表 し、あめの数を10か,ら19

までの数値 として 自由にあてはめ られ る式で

ある ことを理解させる。
・あまりのない場合は、あまりを0と して考 え、

(あまり回)と 書かせる。

・C4の 児童や どうや っていいかわか らないで

いる児童 には、状況 に応 じて助言 し、自力解

決 を促す。

助言① わ られる数の口に数 をあてはめてみよ

う。

助言② わ られる数の口に0を 入れてみ るとど

うなるでしょう。

【知】できた式のあまりが除数よ り小さい数 に

なる式 をつ くることができる。〈ワー ク

シー ト〉
→◇他 にもできないか考 えさせ る。

→◇違 うや り方でで きないか考えさせる。

(チャレンジカー ド①②③)

→◇前時の学習 を想起させ る。

→命ブロックやおはじきを使 って、自分のつく

った式でよいか確かめさせ る。

・発表 した式をカー ドに記入 し、発表 した順に

黒板に掲示す る。
・どの口か ら数を入れて いき、 どのように考え

たのかも発表させる。

見

つ
け
た

き
ま
り
を
吹
き

出

し
に
書

き
ま
し

ょ
う
。
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問

題
把
握

②

自

力

解

決

・
発

表

・
検

討

②

発

展

1C]÷4=4あ ま り[コ

14÷4=團 あまり[到

1[司 ÷4=4あ ま り[iコ

1回 ÷pあ まり圖

T:こ の式 を見て、何か気がつ いた ことがあ りそ う

ですね。

わ る数が4の 場合のきまりを見つ けましょう。

T:こ れ を見 て 、見 つ けた き ま りを ワー ク シー トに

書 き ま し ょう。

T:見 つ けた き ま りを発表 しま し ょう。

C7:わ られ る数 が10か ら19ま で 全部 あ る。

C8:あ ま りが0と1と2と3し か な い 。(わ る 数

が4で 、 あ ま りはわ る 数 よ りも小 さ くな る か

ら)

C9:あ ま りが0、1、2、3と 順 番 にな って いて 、

繰 り返 して い る。(わ る 数 が4で 、 わ られ る

数 が1ず つ増 えて い るか ら)

C10:あ ま りがわ る数 よ りも小 さ くな って い る。

C11:同 じ数 の答 えが4回 ず つ続 いて いる 。(わ る数

が4だ か ら)

C12:わ られ る 数 が4の 段 の 九 九 だ とあ ま りが0に

なる。(わ りきれ るか ら)

C13:下 か ら見 る と、 あ ま りが3、2、1、0に な

って いる。

T:9÷4の 式 だ とあ ま りは ど うな るで しょ う。

C14:9÷4の 式 の あ ま りは た ぶ ん1で 、8÷4の

式 の あ ま りは0に な る。20÷4の 式 の あ ま

りは たぶ ん0で 、21÷4の 式 の あ ま りは1

だ と思 う。

T:確 か めて み ま しょう。

C15:確 か にあ ま りは1に な った。

T:わ る数が5の 場合 の きま りも調べ て み ま し ょうO

C16:わ る数 が5の 場 合だ と、あ ま りが0、1、2、

3、4だ 。

T:ワ ー ク シー トに今 日の振 り返 りを書 き ま しょう。

あ

ま

り

を

下

か

ら

見

る

と

3
、

2
、

1
、

0

…

の

く

り

返

し

に

な

っ

て

い

る

よ

。

・なぜ、そ うなると思 うか も発表 させ る。

【☆】 自力解決や発表 ・検討の場 を通 して、数

の並び方の規則性や美 しさに気付 くこと

ができる。 〈ワークシー ト、発言、つぶ

や き〉
→◆被除数 、商、あま り、それぞれに着 目して

考えるよう助言する。

【考】被除数の範囲 を広 げても、見つけたきま

りをもとに商やあまりを類推する ことが

できる。 〈発言 、つぶやき〉
→◆あまりの並び方 にもう一度着 目させる。

→◇8÷4や20÷4の 式のあま りも考えさせ

る。

V研 究の成果と今後の課題

く成果 〉
・数 を多面的 ・概括的にみるよさや、規則性 の美 しさに気付 く課題や場面を工夫することによ り、数に

つ いての興味を深める ことができた。 さらに、新たな課題解決の場面で、計算方法 を工夫 した り新た

な観点か ら規則性を見つ けよ うとす るな ど、進んで生かそ うとする姿勢が見 られるようにな った。
・探究的な活動や、具体物 を用いた活動 を十分取 り入れ ることによ り、数を多面的 ・概括的 にみ る力が

伸びて きた。
・個 に応 じた支援 と評価 を丁寧 に行 うことによ り、児童 の意欲が高ま り、数 を柔軟にみる力が育ってき

た。

〈課題〉
・数 につ いての感覚を豊かにするための指導の在 り方 と評価の しかた、児童 の反応の取 り上げ方や認め

方 、発 問などをさらに工夫 していく。
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4・5・6年 分 科会

2表 現 し、考える力を高める児童の育成

1主 題設定の理由

算数科 では考 える力、表現す る力の育成 を重視 し、「見通 しをもち筋道 を立てて考える能力を

育 てる」 こと 「数理的な処理のよ さに気付 く」 ことな どが 目標 に挙 げ られている。

児童の実態 を見 ると、答えを出す ことはできても、答えに至 るまでの過程 を筋道 を立てて考

えることが苦手な児童が多い。 この実態 は、問題解 決にお いて 計算 がで きる、答 えを出せる こ

とに重 きを置 き、考える過程 を表現す る指導をあま りして こなかった ことの結果 と言える。そ

こで 、表現 し、考 える活動を重視 した指導が必要であると考え る。

児童 一人一人が 問題解決の過程 を図、言葉、式、記号な どで表現 し、根拠 を明 らか にしなが

ら筋道 を立てて考える活動を通 して、数学的な考え方 を育てることができる。

このよ うな理 由によりこのテーマを設定 した。

皿 研究のね らい

○ 算数における表現と思考 との関係 を明らかにする。

○ どの児童 も自分の考えを表現 し、考える力を高めて いくことができるように、「助言な どの

指導」や 「評価」を工夫す る。

皿 研究仮説

問題解決の過程 において、表現 し、考える活動を重視 し、児童の表現 に対 して適切に評価 し、

助言な どの指導を工夫する ことにより、児童の考える力が高ま り、表現する力も高 まる。 このよ

うな指導 を繰 り返す ことによ り、数学的な考 え方 を育てることができる。

W研 究の内容

1算 数 における表現と思考

算数の学習では、式や図をかいた り、言葉で説明 した り、実際に物を操作 してみた りな どの様々

な表現方法が用 いられている。例えば、次のような表現がある。

重t

長 さ

o畢 寓
0軌1凸20,3asa50.もQ70aQ,?ヱ

参 せy軌 もそSXIO乞 言るか と一、、うと..9,も乞3と う6じ ん

す九iまい{Llr肌の重 さφ",で!1る。そ7し1巨1σ4咀筈 すれ 」ぎ

伽 動 怖 力.3黛6÷D3=に σ唯り→1堰 気」さ'ユシ

これは、5年 「小数のわ り算」で

「0.8mの 重 さが9.69の はり金があ

ります。1mの 重さは何gで しょう

か。」という問題 を解決す るときの児

童のノー トである。

この児童 は、図、式、言葉 を組み

合わせて 自分の考 えの筋道を書き表

している。

これ らの表現 は、自分の考えを話 し合いなが ら学習を進めるときにも用いられている。

本分科会では、算数における表現 を簡潔 に 『自分の考えを表出 した もの』 と捉え、下の図のよ

うにい くっかに分類 してみた。

【表現方法の分類】

操作 図 式 ・記号 言葉
実物(現 実 の場 面)

半具体 物(お は じき ・

タイ ル ・数 え棒 ・ブロ

ック ・紙 テー プな ど)

絵 ・ア レイ図 ・テー

プ図 ・線分図 ・数直

線 ・面積 図 ・表 ・グ

ラフな ど

数 字 ・文 字 ・演 算 記 号 ・

用 語 な ど

例9.6÷0.8

口 × △=△ × 口

日常の言語 を用 いた表現

例0.8mが9.6gだ か ら8

等 分す る と0.1皿 の重 さ

が でる。

算数 における考 える力とは、小学校学習指導要領の算数科の 目標にあるように 『見通 しをもち

筋道を立てて考える能力』 と言える。児童は問題 を解決 しようとする とき、方法や結果の見通 し

をもち、考 えを進 めていく。
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先ほどの例 をみると、数量の関係 を数直線に表 し、0.1m分 の重 さを考 えて式 を立てている。そ

して式 の意味 を言葉でも説明 して いる。 このとき児童は考えを図や式、言葉で表現 しなが ら、根

拠 を明 らかにし、筋道 を立てて考えようとしている。 このように、児童は表現 しなが ら考え、考

えなが ら表現 して いる。つま りr表 現 と思考は表裏一体の関係 にある』 と言える。

2表 現 し、考えるカを高める

考え を表現す ることは、大き く分けて2つ の方向があると考え られる。1つ は自分自身が考 え

を進めた り、見直 した りするための表現であり、もう1つ は他者へ伝えようとするための表現で

ある。 さらに、 自分が伝え、他者か ら伝え られる情報交換をす ることによ り自分 自身の考えをよ

り高める ことができるのである。それぞれに表現することのよ さを挙 げてみる。

【自分 自身の考 え】

思いつく 創 り上げる

明 らかにする 整理する

確かめる 振 り返る

よさに気付く 澁、 深める

iii…;・

【他者 へ伝 える】

よ りよい表現 を見つける

分 か りやす く伝える

簡潔 ・明瞭 ・的確 に伝える

根拠をは っき りさせる

【他者との情報交換】
自分の考えを高める
自分の考えを発展させる
自分の考えのよさに気付く

暴
友達の考えが分かる
友達の考えを取り入れる
新しい考えに気付く
相違点に気付く
よりよい考えに気付く

このように、児童は表現する ことによ り、自分の考えをよ りよいものに高める ことができる。

例 えば、次のような例がある。

〈69cmが23cmの 何倍か〉という問題

1691ま23カi3っl

l分 だ か ら3倍

0234669cm

。噛 倍
セ

23を1と し;

て 考 え よ う。13

左のよ うに表現 している児童に対 して、数直線で表す ことを指導す ることによって、23を1

と見 ることができるようになる。そ して、23と69の 関係を23を 基にして相対的に考える倍

の考 え方へ と高まって いく。

現する力 考 えるカ

表現 し、考える活動を繰 り返す ことによ り、

筋道を立てて考える力が高ま り、それととも

に表現する力も高まっていく。その結果、よ

り簡潔な方法を求めた り、根拠 を明 らか にし

て考 えた り、帰納的にきまりを見付け一般化

した りという数学的な考え方を身に付けてい

くことができるのである。

3指 導と評価の工夫

(1)表 現 し、考 える活動を重視 した学習過程

問題解決の過程を 「1課題をつかむ2解 決 する3検 討する4ま とめる」 という4つ の段

階 とした。表現 し、考 える活動はどの段階にもあるが、中で も 「解決する」過程 に焦点 を当て 、

指導 と評価 を工夫す ることにした。それは、児童が ノー トや ワー クシー トに表現 した考え を評価

し、解決に向けて適切な指導を行 うことが、次の検 討の場面に有効につながるか らである。

また、「解決す る」時間の後半を児童の学習状況に応 じて情報交換の場 とした。ここでは、互 い

に 自由にコミュニケー ションを取 り合 った り、グループで考えを発表 し合った りする活動な どを

取 り入れることにより、個 と個の関わ りを深め、よ りよい考えに高めていくことを目指 した。
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また、さらに自力解決 を図ろうとす る児童に対 して、教師は補充的な指導を行うことができる。

これ は個に応 じる1つ のよい方法 と考 える。そして、このような情報交換をするためには、互 い

を認め合 う学級 の風土作 りが前提 となる。

(2)「 解決する」過程における評価 と助言の工夫

本分科会で は、r解 決する」過程 にお ける教師の指導 として、助言を重視 した。それは、[児 童

の表現や考 えをよ り高めるため][個 に応 じた指導をす るため][そ の場で評価 し、適切な指導を

す るため]で ある。 また、個に応 じた適切な助言をす るためには、個 に対する適切な評価 が必要

である と考え、「解決す る過程」 における評価 と助言の工夫を以下のようにまとめた。

決

る
程

解
す

過

解

決

換

評価 と助言の工夫

】評価:「根拠を明らかに、筋道立てて解決している。」
★:評 価後の助言

【考 】解決の見通 しが立て られない。

★課題を明確にできるように助言する。

★既習内容を活用できるように助言する。

分かっていること

を使って考えよう。

今までの問題と

どこがちがうかな。

【考 】B:既 習事項 を もとに表現 し、考 えている。

★根拠を明らかにできるように助言する。

★筋道立てた表現になるように助言する。

ここにもう少し説明を

入れると分かりやすいよ。
★よ りよい表現になるよう

分かりやすい説明の
仕方を考えよう。

峯鍮 岬A:多 様寵欝鷺 熟 る
★多面的 ・発展的な見方ができるようにに応 じて

助言する。助言する
。

友達 と話 し合

ってみよう。

条件 をか えて考え

てみよう。

わか りやす く簡単な

方法を考えてみよう

児童の具体的な表現

(6年 『分数のわ り算』より)

23
-÷ 一の計算の仕方を考えよう

54

わる数が分数になっているよ。

「分数 ×分数」「分数 ÷整数」

○.△_Ω 旦 ⇒1の2つ 分

。三4鍛 ＼
-m
＼/

20は 、4と5の 最 小 公 倍 数

z3
-x2-÷一==x2?x20=3

54
=8=15

皇

15

(3)評 価の工夫

「解決する」過程 … 表現 された児童の考えをそ の場で見取 り、指導に生かす。

「まとめる」過程 … 児童がいくっか項 目で簡単 に自己評価 した り、学習感想を書いた りす

ることによ り、学習を振 り返 ることができるようにす る。

授業後 … ノー トや ワークシー トか ら児童の考えを評価 し助言 を書 き、次の学習へ生かす。
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V実 践 事例

1授 業研 究 「小数のかけ算」(第5学 年)

(Dね らい
・乗数 による積 と被乗数 の大小関係 を理解する。
・1よ り小さい小数 をかけるときの解 決方法を筋道 を立てて考 える。

(2)展 開

学習
週 極「

・
課
題
を
つ
か
む

2
解
決
す
る

予忍7さ虎 る班量 の友'芯と活動
/→助 言の憂詫ご翔1痔さ拘 る」膏鋤ノ

T:ト イ レ ッ トペー パ ー1.2mの 重 さは 、 どの よ うに

して求 め ま したか?

C:『1mの 重 さ』 の2.4gが い くつ 分 あ るか を、 か け

算 で求 め ま した。

C:2.4×1.2=2.882.88g

T:今 日は0.8mの 重 さ を求 め ます。

〔予想 〕
C:1mよ りも短 いか ら2.4gよ りも軽 くな りそ うだ 。

C①=ど うやった らいいのか分か らな い。
(方法の見通 しが もてない児童)

C②:や り方は分かるけれ ど、どうやってかき表 した
らよいのか分か らない。

(表現がで きな い児童)

C③:か け算で や って もい いのか な?
・0.8mは1mの とき よ り軽 くな る はず 。
・か け算 な の に積が 小 さ くな っ て い いの?

・2.4-0.8?

(自 分 の解 決方 法 に確 信 が もて な い児童)

→c=協 締 瀦8號 殆 錫 魏 るカ'を・か

『1mの 重 さ ×長 さ 』 と な る 。

3mの と き は 、r2.4×3』 、

1.2mの と き は 、 『2.4×1.2』 だ っ た 。

だ と し た ら、0.8mの と き も 、

2.4×0.8で い い は ず だ 。

C④:筆 算 のや り方か ら考 えて み た。

2.4(X10)→24
×0.8(xla)→ ×8

1.92←(÷100)192

答 えは 、1.92gと な る。

(考 え方 を表現 で きて いる が根 拠 が 明 らかで な い児 童)

→C:2 .4を 十倍 、0.8を 十倍 にす れ ば 、24×8と い う

整 数 の計算 にで き る。 答 え の192を 、 は じめ に十 倍
した分 、2回 十 分 の 一 に して1。92に な りま した。

C⑤:1mと0.8mの 差 か ら考 え て み た。

匙留弓Pぞ酋漕品終識軸 饗馨籍
1.92gと なる。
(考え方を式 と言葉で表す ことがで きて いる児童)

★助 言0茄 爆夢」Eの留,濠=点

∠ ノ評砺の翻点

○ トイ レッ トペーパーの実物を用 い
たテープ図を表 し、積 と乗数の関

係 を視覚的にと らえやす くする。

○結果の見通 しをもって考えさせる
ためにおよその数値を予想させる。

★既習 内容を振 り返 ることがで きる
よ うに助言する。
・「前 に習った ことを思 い出そ う。」
・「分か って いる ことは何かな?」

○実物や半具体物 を用いた算数的活
動 を取 り入れ る。

★考 え方を整理できるように助言す
る。
・「まず どう考えたの?」
・「次にどう考えたの?」

★表現方法 を思い出す ことができ る
ように助言する。
・「前 に書 いた ことを思 い出そ う。」

★問題 の構造か ら立式できるように

助 言す る。
・「言葉の式 を考 えよ う。」

★ 既 習事 項 を 振 り返 り、 帰納 的 に考

え る こ とが で き るよ う に助 言す る。
・「3mの ときは どの よ うに した の?」

'「1 .2mの ときは?」
・「で は0 .8mの ときは?」

★根 拠 を明 らか に し、筋 道 立 て た考

え方 が で き る よ うに助 言 す る。
・「ど う して 小 数 点 の位 置 が こ こ に

な る の?」
・「ど う して2 .4と0.8を10倍 にす る

の?」

10

★表現方法を組み合わせ、よ り分 か
りやす く表現で きるように助 言す
る。
・「この考 え方 を 図に表 してか いて

ごらん。」



3
検
討
す
る

→C:図 に して み る と、か け 算で もで き そ うだ。

2.49を1と して見 る と、0.8倍 だか ら、

2.4×o.sで 答 えは1.92に な る。
2.4g

-一

0 0.811.2Cm)

C⑥:0.1mに 区切 って考 え て み た。

2.4g

n 1

00.811.2Cm)

(考 え方 を 図を 用 いて表 す こと がで きて いる児童)

→c:縮鍵縫
。劉 潤 蟹 毅&鴇

C⑦:ま ず8m分 の 重 さ を求 め る。

2.4×8=19.2

2.4

012

口一 24fig)

345678910(m)

0.8mは8mの 十分 の一 だ か ら、19.2gを 十 分の 一
に して答 え は1.929と な る。

(筋 道 立 てて考 え、 表現 が で きて い る児 童)

T:自 分の方法 がか けた ら、考 え方 を友達 と知 らせ合
い ましょう。

〔Cは 情報交換 を行 い、考え方 をよ り高めていく。〕

T:ど んな考 え方を したのか を発表 し合 いましょう。

板
書

2.4xO.8=1.92

2.4× で=2.4g

2.4x1.2=2.88

0.8m

;lm

11.2m

T:い ろ いろなや り方 を考 え ましたが、答えは どうな
り ま した か?

C:ど の や り方 で も 、 答 え は1.92gに な る 。

C;2.4×1.2で は 積 は2.4よ り 大 き くな る 。

2.4×0.8で は 積 は2.4よ り 小 さ くな る,

C:か け算な のにか け られ る数 よ りも積が小 さくなる
こともあるんだ。

板
書

4
ま
と
め
る

T:0.1mに 分けた り、十倍 にした り、 もとにす る数を

考えた りと、工夫す ることで1よ り小 さい小数 をか
ける場合 もかけ算で求める ことができ ましたね。

を
桶
.
騰鰻小翻轟削

☆加法 ・減法の考え方か ら、乗法へ
と考 え方を発展できるよ うに助言
す る。
・「もとにす る量 はどれかな?」
・「1.2mの ときは どの よ うに計算 を
したのかな?」

★表現 方法 を組み合わせ、よ り分か
りや す く表現で きるように助言す
る。
・「この 図に表 した考 え方 を 、式や

言葉を使 って説 明して ごらん。」

★多面的な見方 を引き出すよ うに助
言す る。
・「別の方法はないかな?」
・「分か りや す く簡 単 な方 法 を考 え

てみよ う。」

○解決 に時間の必要 な児童は、引き
続 き自力解決の時間とする。

○乗法なの に積が小 さくなって いる
ことに気付かせ るために、実物 を
用 いたテープ図を表 し、積 と乗数
の関係 を視覚的 にとらえやす くす

る。

1=ヌ記7/r秀 言 ・汐Z屑ア措 導 のワークシート骸 ノ

A!桜 々な方 法 をβ『蓮 ゴ げ τ、棄

数 、が1よ ク小 さ い場 台 な、 税 が被

棄 数 よ ク小 さ ぐな る ことが冤 か る。
B'言 分 の考 え た 方 法 を もと'こ し

で、 乗 数 が1よ ク小 さ い揚 合は 、

衡 ヵゴ被 乗 数 よ ク小 さ ぐ、な るこ とカゴ
か る。

○児童が表現 した考え方のよさを肯

定 的に振 り返 りなが らまとめる。

○授業後、 ワークシー トに表現 され
た、一人一人の考 え方 を評価 し、
助言 を書 くことで、次の学習へ の
意欲 を高 め、つまず きへのヒン ト
を与える。
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2児 童の変容

資料①:児 童 が表現 して きた考 え方の変容 ※ 以 下 の3つ は 同 一 の 児 童 が 表 現 した もの 。

1回目:(小数)x(1桁 の整数)鱗 》3回 巨:

1m伽 匹。3mの重さは?

(整 数)x(小 数)騨

1mが80円の超高縁トイレットペーパー。1.2mの憧段は?

'拶5囲
:(小 数)×(1よ り小さい幟)

1mが2,dgのトィレットペーパー00.8mの重さは?

2.4g

lm

十

2.4g

lm

十

2.4g

lm

u

7.29(3m)

■

Iglg181818f818181888g
、1m《 但9

024D2dD24D.240140.240.140.24D.240.240.2490148

kO・8m人0・2mノ

80円+16円

、1.2mノ

Llm2.4gノ

QlO24+0.24+034+0.24+0.24+0,24+0.24+0.24=1.92

Q20.24Xg=1.92

③1mが2.4gで0』mの 重さが0,24だ から.0,2mの 重さの0,488を ひく。

2.4-XO.24+0.24)=1.92

④2.4→X10→24

×0.8→Xio→ ×8ど のやり方でやっても

1.92← ÷100←192答 え は1.92g

96円

80

x1.2

16.0…0.2m分

80・ ・・…1m分

!

資 料 ②:児 童 の 自己 評 価 か らみ られ る意 識 変 化(質 問紙 法 に よ る 自己評 価 の集 計 よ り)

よくできた…[=]ふ っう… 薩 翻 あまりできなかった… ■■■ 縦 軸 … 回 数 グ ラフ 内数 値 … 人 数

前に学習してきたことから 自分の者えを分かりやすく 自分の奢 えを分かりやすく 友達の考 え方のいいところ 友迎の考え方のいいとこるを自分
の えをもつことができた かき薮すことがで た することがで た ・けることがで た の えに敢り入れることがで妻た

50㌧ loosO覧 50覧 100鮎05 5D510隔 σ覧 瓢 100覧ox 50覧ioox

資料③:児 童の学習感想か らみ られ る意識変化(児 童の主な学習感想 よ り)

1回 目2回 目3回 目4回 目5回 目6回 目

」 ん蹴 が概 〔繍 し、た理由鰍 」 。㈱ 分のやり方と同じだ,た.L友 達の嚇 考にしたらできた{も ・とちが・た方法繊 た・L

C上手1・やれば計欝 畿i畢 もいい鶴 蹴1† るよ響 灘 を思い出し鉾 〔考えるのがおもしろく酬

M

現
表

る

表

が
れ

、達

ら

び
友
見

及
や
も

力
項
欲

る
事
意

す
習
る

決
既
す

解

と

・た
う

も
ま

こ

童

い
　

児
)
て

た
②
め難

も

の誇
考

、b

、

の
め

て

分

溜

れ

.

拍
凝
③

め
こ
取
②

初
る
を
料

へ、し
方
資

で
て
え
ー

程
き
考
た

過
て
い
き

う
び
よ

て

行
伸

り

つ

を
が
よ
な

〉

究
力
た

に

察

研
る
し
う

考

す
現
よ

く

VI研 究 の成 果 と課 題

く 成 果 〉 ・表 現 と思考 との 関 係 を 明 らか にす る こ とで 、 児 童 の 表 現 か ら考 え 方 を見 取 り、

個 に応 じた助 言 を効 果 的 に行 う ことが で きた 。
・解 決 の場 面 にお け る児 童 の 表 現 をて いね い に見 取 り、 助 言 す る こ と によ っ て 、

筋 道 立 てて 考 え よ う とす る児 童 が 増 えて きた 。
・「表 現 し、 考 え る 」 活 動 を 繰 り返 す こ と によ り、 児 童 自身 が"表 現 す る こ と"
"考 え る こと"の よ さ に気 付 き

、 進 ん で 自分 の考 え を表 現 す る よ う にな っ て き

た 。 そ して 、児 童 が よ りよ い考 え を求 め よ う とす る よ う に な り、数 学 的 な 考 え

方 も育 って き た 。

〈課 題 〉 ・根 拠 を 明 らか に し筋 道 立 て て考 え られ な か っ た り、 自 分 の考 え方 を うま く表 現

で きな い児 童 に対 す る評 価 ・助 言 の充 実 を さ らに は か る必 要 が あ る。
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6年 分科会

3考 え る楽 しさを味わえ る指導の工夫

1主 題設定の理由

数学的な考え方を育てるためには、児童が目的意識をもち、主体的に楽しく学ぶことが大切である。『小

学校学習指導要領解説一算数編一』において、「主体的な活動によって,数 量や図形についての意味が本当

によく分かったり,自 分の問題が解決できたりしたことには,算 数 ・数学を学ぶことの楽 しさや充実感を

味わえるようになる」と述べられている。また、「日本では算数が好きであるという児童の割合が国際的に

みると低いとの結果が報告されている。それ故に,これからの算数教育においては,児童が算数は楽 しい,

算数は面白い,算 数は素晴 らしいと感じてくれるような授業をつくり出していくことが大きな課題であ

る。」とも述べられている。

第六学年における「学ぶ楽しさ」とは数学的な考え方を生かし、解決の方法を探ったり、よりよい方法を

見つけたりする楽しさにあると考えた。 しかしながら、実際の授業においては、基礎 ・基本の確実な定着

を図ることを大切にするため、ややもすると教え込みの指導になりがちである。また、「解法を教えてもら

えばいい」という受動的な姿勢の児童が多いこともあり、「学ぶ楽しさ」の本質である 「考える楽しさ」を

十分に味わわせているとは言い難い。そ こで、本分科会では考える楽しさが味わえることが数学的な考え

方を育てることにつながると考え、分科会研究主題を設定 した。

II研 究のねらい

児童が考える楽しさを味わう指導の在 り方を追求する。

皿 研究の仮説

以下の3点 を工夫することにより、児童は考える楽しさを味わうことができるのではないかと考えた。

・児童が興味 ・関心をもち、自ら考えてみたいと思うような課題や教材

・児童が自ら意欲的に課題解決に取 り組み、意見交換によって友達の考えのよさに気付 くことができるよ

うな学習活動の進め方

・児童の学習意欲が継続するような評価と支援

IV研 究の内容

1概 要

考
え
る
楽
し

評価と支暖

の工夫

自
分
で
考
え
る

楽
し
さ

み
ん
な
で
考
え
る

楽
し
さ

→

a一

児
童
の
主
体
的
な
学
習

一一ｺ

←

a )

数
学
的
な
考
え
方

C? 」
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2考 える楽しさについて

本分科会では、児童が算数の学習の中で考える楽しさを味わっている状態を 「児童が目的意識をもち、

生き生きと課題解決に取 り組んでいる姿」ととらえた。

そして、算数における授業の中での考える楽しさを、本分科会では、児童の主体的な活動にしぼって、

考える楽 しさを 「自分で考える楽 しさ」と 「みんなで考える楽しさ」があると考えた。

(楽しさの分け方として、問題 自身がもっている価値や解決のためのよりよい方法などの内容面も考えら

れるが、研究の視点を児童の主体的な活動面にしぼった。)

学習過程 児童の考えや思い 指導の工夫

自
分
で
考
え
る
楽
し
さ

(纏 う
①目的意識をもつ楽しさ

(華 決の計U)
②見通しをもつ楽しさ

(ノ ー一一 一一　一唱一■解決の実行)

③自力解決する楽しさ

'や ってみたい

・ おもしろそうな課題だ

・ 前にやった考え方が使えそう

だ

・ 解決できそうなアイデアを思

いついた

・ 答えは○○にな りそうだ

・ 解決方法が分かった

・ 一人で解決できそうだ

・ 他の方法でもできた

・ まちがいない

・ 既習との違いに気付かせ

る

・ 児童に問題意識をしっか

りもたせる

・ 既習の解決方法を思い出

せるよう場面によって例

を示す

・ 解決の方法をコンパクト

に表現できるように指導

の工夫をする

みん

な
で
考
え
る楽

し
さ

(集 団唖)
④認め合う楽しさ

⑤高め合う楽しさ

(ま とめ)
⑥きまりや方法を見つけ ら

れた楽しさ

・ 自分の意見が発表できた

・、友達の考えが分かった

・ 自分の意見が認められた

・ もっとよい方法が分かった

・ この方法なら簡単にできる

・ もっとやってみたい

・ 新しい問題を思いついた

・ 新たな問題にも使えそうだ

・ 他の場面でも使えそうだ

・ 相違 点をより簡潔により

手際よくという観点に立

って話し合わせるように

指導する

・ 練 り上げた考えを確かめ

る

・ 次への問題をつかませる

3指 導の工夫と手だて

(1)課 題及び教材の工夫(① 目的意識をもつ楽 しさを味わわせる工夫)

児童に与える課題によって、学習成果は大きく異なってくる。児童が考える楽しさを味わうためには、

児童が興味 ・関心をもち、自ら考えたいと思うような課題を用意することが大切である。

そ して、ね らいに迫れるように教材(「あっ!」 「えっ1」 「そうか!」 「なるほど!」 といった心動かさ

れる場面を生み出す教材)を 工夫することによって、児童自らが目的意識をもち生き生きと学習に取 り組

むようになると考える。

14



《よい課題や教材の条件》

ア 興味 ・関!V1・知的好奇心をそそるもの

イ 本時のねらいの達成に明確に結びつくもの

ウ 多様な考え方力晦きるもの

工 適度な困難さをもつもの

オ 必要感をもてるもの

力 算数的活動を伴うもの

キ 学習したことを様々な場面で生かせるもの

ク 数学的な考え方のよさに触れられるもの

単位量あたりの大きさ[速さの発展問題

体験をもとにした学習

(条件 ア・イ・ウ・工・キ)

自分の1∞m走 の記録で42.195

kmを 走ると、何時間何分回秒でゴー

ルできるでしょう。

(2)学 習活動の工夫

数学的な考え方は、児童が主体的に問題解決をする中で使われ、身に付いていくものであるから、授業

は、問題解決学習を中心に行い、その中で児童が考える楽しさを味わえるように以下のような工夫と手だ

てを考えた。

ア 自分で考える楽しさを味わわせるための工夫と手だて(② 見通しをもつ楽しさ・③自力解決する楽しさ)

その単元の学習に必要な既習事項を集めておき、児童が舌用して進める。

小集団指導を取り入れて進める、

見通しをもつ時間を確保する。

自力解決の時間を十分に保証する。

イ みんなで考える楽しさを味わわせるための工夫と手だて(④ 認め合う楽しさ・⑤高め合う楽しさ)

話し合いの視点力嘲確になるような発問をする。

できる限り一人ひとりが自分なりの解決方法をもつように支援し、それをもち寄って検討にのぞませる。

全体での検討の前にグループで一人一人が発言できる場を適宜取り入れる。

友達の考えのよさに気付く場を設定する。

みんなで考えた解決方法のよさを味わえる場面を設莚…する。

(3)評 価と支援の工夫

児童に考える楽しさを味わわせるための評価と支援の在 り方を以下のように考え、工夫した。

ア 児童の問題解決の意欲や自分な りの考えを肯定的に評価する。
一 一

1懸 や話し合いの場面舶 分の考え力抜 「甑 ξ鼎

達 に認め られたとき、どう感 じますか?ロ 少しつまらない圏と
てもつまらない

〈実態調査(抜糟 〉

窺 日:2002.9.16

児童数:183名(5校)

算数をつまらないと思っている児童　 ・

i_

上記のアンケー ト結果からも分かるように、「児童は自分の考えを友達や教師に認められたとき」に楽し

いと感じている。そ こで、教師は、児童の問題解決の意欲や自分なりの考えの価値を認めることを基本と

して評価と支援を考えていかなければならない。児童が楽しさを感 じ、自分の考えに自信をもち、主体的

に課題に取 り組めるよう、次の点を重視して評価をしていくこととした。

序ド 「 …一… 「 …}コ算数を楽
しいと思っている児童S{

一.∵鋳ミ,撫醸36瑠 、輪 琴舗 羅蝕 ■｠i
/門 「一フL-一 ヅ1プ/ヲ
0%20%40%BO%80%100%
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0自 分の考えで課題を解決しようとする意欲を認める。

○積極的に話し合いに参加しようとする意欲を認める。

○途q]までしか考えられなくても 自分なりの考えをもてたり、発表できたりしたことを認める。

O考 えを広げたり、高めたりしようとする意欲を認める。

イ 身に付けさせたい考え方についての評価(※ 実践事例参照)

児童に数学的な考え方を身に付けさせるためには、教師がその時間に児童に身に付けさせたい考え方を

明確にして指導 しておく必要がある。授業ではその考え方についての評価を中心におき、個に応じた支援

を行い、その考え方のよさを味わわせたいと考えた。

ウ ー人で考える楽しさを味わわせるための支援(※ 実践事例参照)

児童は、課題解決の見通しをもてたとき、解決の見通 しをもって活動 しているとき、また自分の考えで

課題を解決できたときに、楽 しさを感 じる。その楽しさを味わわせるためには,児 童がどんなつまずきを

するかを事前に予想しておき,以 下のように一人一人の児童に応 じた支援を行う必要がある。

○問題の意味をつかませるための支援 補助発賜 全体での確010ti言葉かけ 「何をきいているの。」

○解決の見通しをもたせるための支援 言葉かけ 「今まで学習 したことで、似たようなことはないかな。」、

ヒントカード、具体物、'」藻 団指導、全体指導

○自力解決させるための支援 言葉かけ 「分かりやすく書いてごらん。」、ヒントカード、具体物

○自力解決できた児童への支援 言葉かけr別 の方法はないかな。」「分かりやすく説明してみよう。」

エ みんなで考える楽しさを味わわせる支援(※ 実践事例参照)

自分で課題を解決するだけでなく,み んなで考えを出し合い、考えを高めたり、広げたりする楽 しさを

味わわせたい。そのためには,次 のような支援が必要である。

○自分の考えをもって、話し合いに参加できるようにする支援 ウを参照

○分かりやすく発表できるようにするための支援 補助的な発問

○参加しているという意識をもたぜるための支援 同じ考えの児童の紹介

○解決方法の相違に着目させる支援 言葉かけ 「似ている考えはどれかな」

オ 考える楽しさの評価

考える楽しさは、児童自身が感 じることである。

したがって、教師が児童の言動や表情から評価す

るだけでなく、その授業が考える楽しさを味わえ

るものだったか、児童が評価する必要がある。そ

こで、本分科会では、授業後に学習感想とともに、

各学習段階における楽しさを観点を決めて児童に

自己評価させ、指導に生かすことにした。

自 己 評 価

とても楽しい15楽しい・・4少し楽しtレ・3あまり楽しくない壱楽しくない ・1 感 想

問題が楽しかった

できそうだと思え篠 しかった

自分の考えがもてて楽しかった

友達のよい考えに気付いて楽しかった

よく分かって楽しかった

新しい発見があって楽しかった

V

1

2

実践事例

単元名

本時の目標

単位量あた りの大きさ 「比べ方を考えよう」

(考)ど ちらか一方の量をそろえてもう一方の量を比べている。

(知)ど ちらか一方の量をそろえれば、こみ具合を比較できることを理解 している。
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3本 時の展開

学習活動と予想される児童の反応國
・留意点 【評価】 ☆支援

家族で温泉旅行に行きました。温泉へ入ろうと思ったら、おふ

ろ場の中でア,イ,ウ の3つ のゆぶねに分かれていました。一番

すいているゆぶねに入ろうと思いましたが、迷ってしまいまし

た。どのゆtSLねカL番 すいていますか。

底面積(r甫 客(人)

アの湯船 12 4

イの湯船 12 6

ウの湯船 24 6

T:見 ただけで比べられるのはどれとどれでしょうか。

C1:ア とイは底面積が等しくて、イの方が人の数が多いので、

アの方がすいている。

C2:イ とウは人の数が等しくて、ウの方が底面積が瓜 ・ので、

ウの方がすいている。

T:イ はアと比べてもウと比べでもこんでいるということが分か

りました。

1T:ア とウではどちらがすいているかを考えましょう。

12.解 決の計画1

C3:ゆ ぷねの底面積を広い方の24㎡ にそろえれば比べら

れそうだ。

C4:ぼ くはせまい方の12㎡ の方にそろえてみよう。

C5:人 の数を12人 にそろえてみたら、広さはどうなるの

かな。

C6:1人 あた りの底面積を考えてみよう。

C7:1㎡ あた りの人の数を考えてみよう。

C8:分 からない。

13.自 力解決1

C3:底 面積を24㎡ にそろえる

ア=12㎡ …4人(×2)⇒24㎡ …8人

ウ:24㎡ …6人 ウの方 がすいている。

C4:底 面積を12㎡ にそろえる

ア:12㎡ …4人

ウ:24㎡ …6人(÷2)⇒12㎡ …3人

ウの方がす いている。

C5:人 の数をそろえる(4と6の 最ノ1側音数)

ア:4人 …12㎡(×3)⇒12人 …36㎡

ウ:6人 …24㎡(×2)⇒12人 …48㎡

ウの方がすいている。

課題の工夫

実生活に即した児童の興味 ・関心
を喚起する問題(家 族旅行より)

課題の工夫
本時のねらいを明確にするための
課題整理の話し合い

机間指導によって、児童がどのように考

えているかを把握するとともに、それを

評価して発表への意欲を高める。

【考】どちらか一方の量をそろえて、こみ具

合を比較 している。

[自力解 決が困難な児童への支援i

☆ イと比べた時のことを振 り返 らせる。

(言葉かけ、ヒントカー ドなど)

「どんな場合は比べられましたか。」

「このヒントから何が分かるかな。」

[自力解決の楽しさを味わわせるための工夫1

数値による比較力灘 しい児童は、 ヒ
ン トカー ドを使って考えさせる。図

を書いたカー ドを配布して考えさせ

る。

12rri

4人

12m

6人

ア イ

24m

6人

ウ
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C6:1人 あたりの底面積を考える

ア:12÷4=3(㎡)

ウ:24÷6=4(㎡)ウ の方がすいている。

C7:1㎡ あ たりの 人の数 を考 える

ア:4÷12=0.33…(人)

ウ:6÷24=0.25(人)立 の方 がす い ている。

L.発 表 ・検訓

T:自 分の考えた方法を発表しましょう。

T:こ れらの考え方の中で共通していることは何ですか?

みんなで考える楽しさを味わわせる工夫
・話し合いの視点を明確にさせる発問

C8:『 ゆぶねの底面積』か『人の数』かのどちらか一方の量

をそろえて比べている。囮

[自力解決ができた児童への支援1

☆ 別の解決方法を考えさせる。

「他の方法でも考えてごらん。」

☆ 自分の解法を分か りやすくみんなに説

明できるように、説明の仕方も考えさ

せる。

T:友 達から学んだ方法でもう一度この問題を解いてみまし

ょう。 みんなで考える楽しさを味わわせる工夫
・友達のよい考えを活用する。

・ できるだけ多 くの児童に発表させる。

・ 一人一人の発表に対して、質問や意見を

出させて、みんなで高め合っていけるよ

うにする。

同じ考え方の児童は自分のネームプレー

トをはりにいく。

☆ 自分と違う考え方を理解し、そのよさ

を認められるようにア ドバイスする。

T:感 想を書き、自己評価カードに記入しましょう。 【知】 どちらか一方の量をそろえれば、こみ

合を比較できることを理解している。

・児童のノー トからも児童がどのような考

え方をして、どのように考え方が変容 し

ていったのかを把握 し、次時の指導に生

かす。

VI研 究の成果と課題

く成果〉

・児童力沁 動かされる課題を準備 し、個に応じた適切な支援を行うことで、「自分で考える楽 しさ」

を感じ、問題解決において、ほぼすべての児童が自発的に課題に取り組むことが出るようにな り、

「教えてもらう」という受動的な態度から 「自ら学ぶ」という主体的な態度への変容が見られた。

・自分の解決方法をもって検討に臨むことで、友達の考えもより関心をもって聞くことができるよう

になり、よりよい考え方を導き出そうとして話し合う姿が見 られるようになった。その中で、自分

の考えを認められたり、友達の考えのよさに気付いた り、きまりや公式を見つけたりするという「み

んなで考える楽 しさ」を感じている様子が見られるようになった。

〈課題〉

・検討の視点をもたせる発問を工夫することにより、少しずつ児童 自身が友達の考えのよさに気付き、

検討場面の話し合いも活発になってきたが、今後も発問を研究 し、児童たち自身で話し合いができ

るようにする必要がある。

・全体での検討場面における発表方法は、『大きい紙に書かせる、OHPの 活用、教材提示機の活用、

パソコンの活用』などが考えられるが、『時間を要する、発表したもの全体が黒板上に残 らない、

黒板上で移動できない』などそれぞれ欠点があり、今後工夫する必要がある。
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T・T、 少 人数 分 科 会

4児 童の記述 にみ られ る数学的な考え方をよみ とり、

それを生かす指導 の工夫

1主 題設定の理 由

教育課程審 議会 の答 申の改善の基本方針では、算数教育 の重視すべ きね らいと して、

①数 量や図形 についての基礎的な知識と技能を身に付 けて い くこと ②考える力を育て 、 自
ら進んで活用 して いく態度 を育て ること の2点 を挙 げて いる。

日常の様々な問題解決 を図ってい く上では、基礎的な知識や技能だけでは解決 してい くこ

とは難 しい。考える力を育て ることや 自らすすんで活用 して い くな どの望 ましい態 度 を育て

てい くこと、 と りわけ数学的な考え方 を育てて いくことが 、算数教育の大 きな課 題である。

児童 は、 日々の算 数の学習 の中で様 々な数学的な考 え方 を用 いている。解決できず困 って

いる児童の思考 の中にも数学的な考 え方が働いていることを見 い出す ことができる。しか し、

教師がそれ を適切に読み取 り、そのよ さを児童 に伝 え、育 てているとは言えな い面 もある。

そ こで、本分科会で は、

1育 てた い数学的な考 え方 とは何かをはっき りとさせる

2児 童一 人一人の表現 したものの 中か ら、数学的な考 え方 を十分読み取 る

3児 童 の一 人一人の使 った数学的な考え方を学習 に生かす

ための手だて を工夫す ることで、数学的な考 え方を育 てたい と考 え、本主題 を設定 した。

皿 研 究のね らい

児童 の記述 にみ る数学 的な考 え方を分類 ・整理 し、それ を生かす指導の工夫 をす る。

皿 研究の仮説

教師が、児童 の記述 にみ られ る数学的な考え方を適切 に読み取 り、生かす ことができるな

らば、児童の考 える力を伸ば し、活用する態度を育てる ことができる。

1V研 究内容

1先 行研究 にみ る数 学的 な考 え方

は じめ に、数学的な考え方 とは どういうものか とい うことについて、先行研究や 文献か ら

学んだ。中で も、片桐重男氏 によ り分類 ・整理 されている数学 的な考え方を本分科会の研究
の基 とした。

:1方 法に関係した数学的な考え方1

①帰納的な考え方 ②類推的な考え方
③演繹的な考え方 ④統合的な考え方

⑤発展的な考え方 ⑥抽象化の考え方
⑦単純化の考え方 ⑧一般化の考え方
..⑨撚 化の考 え方.⑩ 起量化の豊 え方..ノ

「2内 容に関係した数学的な考え方-

①単位の考え ②表現の考え

③操作の考え ④アルゴリズムの考え
⑤概括的把握の考え ⑥基本的性質の考え
⑦関数的な考え ⑧式についての考え

「3数 学的な態度

① 自ら進 んで 自己の問題や 目的 ・内容 を明確 に把握 しよ うとす る

②筋道 の立 った行動 を しよ うとする

ノ

膿 醗 騰 驚 誰 酷 する∫【囎 的な考え方の具体化、
(片桐 重男著 明治図書)よ り】

、

、
ー
ソ

児童の実態や文献研究か ら、下記 のような育てたい児童像 を設定 した。

○ 自分の数学的な考 え方 が どのよ うなものか分か る児童

O友 達の数学的な考 え方が どのよ うなものか分か る児童

○ 他の場面 に、その数学的な考え方を活用す る ことができ る児童

そのために次のよ うな手だて を講 じて実践す ることとした。

① 教師 自身が 、児童の表現 にみ られる数学的な考 え方 とは何か を十分理解 する
② 児童の記述 に、 どのよ うな数学的な考え方が表れて いるか を分類 ・整理す る

③ 学習場面で読 み取 った数学的な考え方 を、児童 自身 も教師 自身 も共に生かす 手だて

を工夫す る
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2児 童一人一人の数学的な考え方を読み取る

[0.5Qと0.3嬉 を合 わ せ る計 算 の 仕方(4年 ・小数 の た し算)を 読 み取 る]

この授業で育てたい
数学的な考え方を明確
にした学習計画を立て
る。

*本 時の数学的な考 え方 の 目標

既習の整数のた し算に帰着できな いか と考 える。1

授業で どんな考 えが
出 るか、児童 の考え方
(反応例)を 予想 してお
く。

^一一一r-一一 く予想され る反応 〉
蚤 ①0.1を 単位 にそのい くつ分 かで考え、既習の整数の
た し算で答 えを求める。

②デ シリットル に置 き換 えて既習の整数の計算で答え
を出し、単位 をリッ トル に変換 して未習 の計算 の答
えを求める。

③十進位取 り記数法の仕組 みを利用 し、整数の筆算 と
同じ方法でできないか考 え、答 えを求める。 　

〈記述か ら分析する。〉
・何 を基 にして考え

ているか。
どんなことが分か

っているのか。
・この考 えのよさは

何か。

さ らに質 問 して 補 う。
・プ ロセ ス を 問 う。
「どうや っ て」

「どの よ うに」

考 えた のか 。
・根 拠 を 問 う。
「ど う して 」

「な ぜ 」

そ う した のか 。

〈筋道立った考え〉
〈演繹的な考え〉

<A>5+3な らで き る と考 え

て い る。

0.5+0,3二2

TT

響騨驚齢
5一チー3二8←U.!カw

凸8
α5+0、3二 〇、8

・/=試 霧 』-二 ＼

T「 ど うや って5+3

に した の?」

crO.1が 何 個分 か 数 え

た 」

T「0.1を 単 位 に数 えた

ん だね 」

〈B>今 ま で の1よ う に で き な い

か 考 え て い るO

p,5-ro3=U.8

三kめ 方

一の1立 はo+aニo

…・1・数 脇 伍 の

3と 巽jzlZ3

・小 数 最 うフ
.

し、つ もイ立気 そ うえZ、

劉 巌 い 欧 の桝 士脳 もえ「計算し7;。

一 一

0
一 小

の
・ξ久

4a 箪
位

0 .i,

十 0 .13

0 .8
コ

o、'う ヤ㌧8、,

〈単位の考え〉
〈整数化するアイディア〉

T「 どうして0と0、
5と3を た したの?」

cr小 数第一位 もそ ろえ

てたせると思ったか
ら」

T「 どうして小数第一位

同士 をたせる と思 っ
たの?」

C「 十の位は10が い く
つ あるか、一 の位 は
1が いくつあるかが

分か るから、小数第
一位 も0 .1が いくっ

あるかかけばよい と
思 ったか らj

TrO.1が いくつあるの

かを小数第一位 に書
いた のね」

〈位取り記数法の利用 く類推的な考え〉
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3児 童一人一人の数学的な考え方を生かす

児童の記述 にみ られる数学的な考え方 を生かす とは、数学的な考え方のよさに気付か せ、

そ れ を広げ、深めることで ある。 さらに、児童が互 いの数学的な考 え方のよさを実感 し、認

め合い、高め合 うことである。

(1)価 値付ける

自力解決場面では、教師 の働 きか けとして、児童の解法 に潜 む数学的な考 え方のよ さを伝

える ことを生かす ことと考 える。それは、 自力解決が完成 して いるか途中であるか にかかわ

ららず、到達 して いるところまで にみ られ る数学的な考 え方 を賞賛 し、解 法 としての正 しさ

を示 した り、 よさを伝えた りす る こと、すなわち価値 付ける ことで ある。そのため には、あ

らか じめ児童 の考えを予想 し、それ に対応する言葉 を用意 して お くことが必要で ある。

「簡単 にで きるね」 「分か りやす いね」

「分か っている ことか ら順 に 「簡単 な場合 にして考 え

考 えたね」(1③ 演繹的)た んだね」(1⑦ 単純化)

「正確 にできるね」

「特別な場合に して考 え

たんだね」(1⑨ 特殊化)

「図を使 って表 したんだね」 「いつで も言えるよ うに 「条件が変わった らどう

(1⑩ 記号化)な ったね」(1⑧ 一般化)な るかな」(1⑤ 発展的)

)内 の数字は、片桐重男氏による分類 ・整理 された番号p19参 照

(2)広 め る、深める

検討場面では、課題 を自力解 決 した児童 が解法 を発表 ・説 明 し、その数学的な考 え方 を学

級全体 に広めていくことを生かす ことと考 える。数種類の違 った解 法を発表 させ る ことによ

り、多様な数学的な考 え方 に触 れさせ る ことができる。

児童 が互 いにそれぞれの考 え方の よさを見付け、そ の上で、 「こうした らもっ とよくな る

よ。」 と深めて いくことも生かす ことで ある。また、共通点 を発見す るとい う新たな視点 を

もち、 「AとBは ～ という考 え方 をして いる点が 同じだ。」 とそれぞれ の考え方 を分類 ・整

理 し、その観点 を明 らか にす ることでよ り深めていくことができる。

さ らに、 自力解決 に至 らなかった途 中までの考 え方 について も、その次への展開(修 正や

発展)を 考 えて いくことによ り、完成 に導 く深め方 もある。

[を ÷5の 計算の仕方(6年 ・分数のわ り算)を 生かす]

自力解決例(④ は途中までの考え方)①目

_

0

0

④

315
-=5=

420

一5=
3

検討例(児 童の反応)

曲

30.63
-=5=_

4420

20

o?
-5_」_」L」1

① は、図でわか りやすい。4つ に
わけて いたの をさらに5つ にわけて
20に わ けれ ばいいことがわかる。

② と③は、分数の表 し方 をかえて計
算 して いるところが似て いる。

② と③ を比 べる と、③ では小数が出て
きてわか りに くいか ら、② のように先
に分数 の表 し方をかえたほ うがよい。

①②③すべて、分母が20(4×5)
になる意味 がわかった。

(1-5

03/2011

1111hlllllIlll口 口1

④ では、2を 読む ことができなかった
けど、十 をさ らに5つ に区切って 目盛
りをつ けれ ば読める ことがわかった。
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4読 み取 り、生かすための手だ ての工夫

(1)ノ ー トの活用

児童 が筋道 を立てて考え る力 を伸 ば し、数学的な考 え方の表 現方 法 を身 に付 けるために
は、問題解決の見通 しや考えを ノー トに記 し、ま とめる ことが有効な手段の一つである。
また、教師 はノー トによって児童 の思考過程を読み取 る ことや児童の理解 の程度 を知 るこ

とができる。 さらにノー トには、学習 の記録が集積 されるので 、既習 を活用 した り振 り返 っ
た りす る場面で も有効である。そ の際 に、友達の考 えのよさを書 いてお くことによ り、一人

では気付かなか った考え方を広 め、多様な考 え方をする ことがで きると考える。
T・T、 少人数の指導の下、 ノー トの記述の仕方の約束 を下記の ように決め、学年全体で

活用す ることとした。

《ノー トの 形式 》

月 日(曜 日)

1.問 題

2.見 通 し(ど のよ うに解 くか)
・今 までの考 えを使 えな いか

・図、式、数直線で表せないか

3.解 決(自 分 の考 えを書 く)

4.友 達の考 え(友 達 の発表を聞い

てよい考 えだ と思った ものや 自

分の考えになかったもの を記録

する)

5.ま とめ(今 日の学習で分かった

ことや感想 を書 く)
*消 しゴムは使わない。

(で 消す)

10/11(金)

1,90÷20の 計算 の しか た を考 え よ う。

2 ・'蜜質で解 晦 ・・ぢ3う か .
・70の ま乙まりで考λて淋工う

勲

 

愈
り10

蕊

幽

響@齢
(織,1伸 鰍 を
5

90:Zo`き.?ぐzと 同じに計 寧でξ8こし6讐分か9長・

緬 施 騨1・ できε。触 曜 軍で や ソ在…

(2)T・T、 少 人 数 に よる指 導

.〆

T・T、 「少 人 数 学 習
学習集団 に合った指導の工夫
・きめ細や かな指導
・個々の児童に合 ったペースでの指導 ,
・興味 ・関心に応 じた指導

㌔
ロ をト とドド

ロが レエ

児 童
・資質や能力の発揮 ・向上
・分か る、できる喜びの体験
・学習への安心感
一 学習意欲の向上

教 師
・複数の教師 による指導での児童理解の深 ま り
・児童 を複数 の教師で育てる意識の向上
・一人一人の児童へ の指導 と評価の機会の増大
・個kの 資質や能力 に応 じての指導

一斉指導型では
、T2の 机間指導 によ り児童の記述にみ られ る数学的な考え方 をつかみ個

の考 え方 に応 じた価値付けを した りする ことができる。 また、練 り上げ(検 討)に 適 した考

えを読 み取る ことがよ り効果 的にで きる。個別指導型では、教師二 人が役割分担す る ことで、

よ りきめ細か く読み取 り生か して いくこともできる。小集団指導型では、 自分の学び方 に合
った学習の場 を選択す ることができる。その児童の力に応 じた課題や学習方法 を与える とと

もに、きめ細やか に読み取 り生か してい くことが可能 となる。

学級 の一人一人の児童、さ らに全学級の児童の数学的な考 え方を育て るためにT・T、 少
人数指導は有効な指導法である と考 える。
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V実 践 事例 第4学 年 「わ り算 の 筆算(1)」 本時3/12

(1)目 標 ・72÷3の 計算 の仕 方 を、10の ま とま りを作 って考 えて い る。(数 学 的な考 え方)
・2位 数÷1位 数 で 、わ り切れ る場 合 の計算 の仕 方が分 か る。(知 識 ・理解)

(2)展 開

課

題

把

握

見
通
し

自

力

解

決

学 習 活 動

72ま いの色紙 を3人 で同 じ数
ずつ分 けると、1人 分は何 まい
になるで しょう。

T:ど んな式が立て られ るで しょ う。

72÷3の 計算 の しか た を考 え

ま し ょう。

・20ま いよ りは多 いだ ろ う
。

・70と2に 分 けて考 え よ う0
・実 際 に紙 を分 けて みよ う。
・図 をか いて考 え よ う。

T:考 え方 をノー トに書 きま しょう。

孕決に向かうことがで きな し

・前時 の学習 との関連 に気付 くこ

とができない。
・どのよ うに考 えを進めて いった

らよいか分か らない。

解 測 こ口 、つ こSで つ
い い る

・10の ま とま り7つ と考 えた が 、
分 け られ な い10で つ まず いた

児 童

自力角戦 を している

a.具 体 物 を用 いて考 え る。

b.絵 や 図 をか いて考 え る。
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学習形態と、よみとり・生かす教師の働きかけ

行進
導
の
指

導

体
別

指

全
個

斉

・:
・

一
1
2

0

T
T

OT1,T2に よる机間指導

硯 通しをもたせるための働きかけ}

ρ套豪灘 掻糠鋼

拷 えを進めさせるための働きかけ}

ρ鰯 聲耀 專毒老〕

1.具 体物を操作 した り図をか
いた りして解決 した児童

・留意点 ☆評価

・前時の69÷3の 解

き方 につ いて教室 に
掲示を しておく。

・T1 、T2で 主 にみ

とる児 童 を あ らか じ

め分担 してお く。

・「1人 分 は24ま い」

で あ る ことを 、全 員
が求 め られ る よ う
T1,T2で 支 援 す

る。

・どうしても自力解決

に向かえない児童が

複数 いる場合、Tユ
は個別指導を行 う。

{{値 ・け、高めるための働きかけ}

1図 か いて え る 、り い 文

②10の ま とま りで考 え た んだ ね。(単 位)

③ 分 け られ な くな った10を1の ば らに して考
え たん だね 。(単 位)

4こ の ことを式 で せな いだ ろ うか。(式 ヒ)

2.筆 算の仕方は分かっている
が、意味の理解が不十分だ
と考え られる児童

甥渤鋤渤脆謎榴明をえ考唆鼎

野誘繍醐
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3.分 け られないものをば らに
して立式 し、答えを求める
ことがで きた児童

価値付け、盲めるための働きかけ}
1削 の 、間の子習 か しているね。 類

②10の まとまりで考 えたんだね。(単 位)③
答えを確かめるにはどうしたらよいだろ う。(式)
4也 の数の ときも計算で きるだろ うか。(一 般化)
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め

T:考 え方を比べてみて、気が付
いた ことを発表 しましょう。
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i2そ・3二 牙

20十4ニ ユ4

ト.

職 ら0÷ ろ=20

も。へ2,12÷3・ 侍

zo斗4=Z4

T:72÷3の よ うなわ り算 をす
るときに大事なのは、 どのよ
うな考え方でしょう。

T:今 日の 学習 で 分 か った こと を

ノー トに まとめ ま し ょ う。

て

。

つ
す
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促
を
を
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言
考
発

行
る
に

進
あ
童

の
の
児

導
体
連
る

指
全
関
い

斉

:
:

一
1
2

0
T
T

T -

里の記m、 りよみ とるこ の
できる数学的な考え方

二.解 法 を見 付 けやす くす るた め に図 を用 いて い

る。(図 式化)
72を60と1の ば ら に分 けて いる。

(60÷3と い う既 習)

ホ.72ま いは60ま い よ り多 いか ら、
いは配れ る とみ て い る。(概 括的)

1人20ま

へ.式 で 説 明 しよ う と して いる。(式 化)

70は10を7つ とみ て 、既習 の7÷3に 帰 着

させ て い る。(類 推)(単 位)

ト。3で わ り切 れ る 数 に分 解 して い る 。

㌧一__一.一._(違.2.た 見 方)(60÷3と い う既 習2L一 ノ

1
〈考え方の 哩に気付かせるための きかけ〉

①似ている考 えはあるだろ うか。(統 合)

② へ の7÷3=2あ ま り1と い うのは 、図の どこ
に表れ て いるだ ろ う。(式 の意 味)

③ トではなぜ70と2で はなくて、
分 けたのだろう。(発 展)

60と12に

④ わ り算ではな くて、20×3と いう式を立てた
人もいるんだね。(統 合)

T1=児 童の発言 をもとに板書
する。

T2:机 間指導

☆友達や 自分の考えの

価値に触れた発言 を
している。(考)

☆十の位が整除できな
い場合の計算の仕方

をノー トにまとめて
いる。(知)

VI研 究の成果 と今後の課題

く成果〉
・教師が児童の記述か ら数学的な考 え方 を読み取 り、価値付 けることで、児童は 自分や友達

の用 いた考え方のよ さが分か り、学習 した ことを一層活用す るようになった。
・児童が多様な考え方を用いて問題解決す るようにな り、結果 の正誤 だけでな く、過程 を大

切 にす るようになった。検 討場面 では、児童が互いの考 えのよさに目を向けて話 し合 うこ

とができるようになった。

〈課題〉
・児童 同士が互 いの数学的な考 え方 をよ り一層伸ば し、高め合 うことのできるよ うなT・T、

少人数指導による学習方 法や学習形態をさらに工夫 してい く。
・検討場面で、児童の多様な考 え方 を関連付けてまとめて いくためのよ りよい手だてを探 る。
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